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青木村消防ポンプ操法大会、
消防ラッパ吹奏大会が開催されました

第54回  青木村消防ポンプ操法大会競技成績
【小型ポンプ操法】
優　勝　第１分団A	 減点30.50点
準優勝　第２分団B	 減点47.75点
第３位　第２分団A	 減点49.75点
技能賞　第１分団A　当郷部　　　西沢靖行さん
技能賞　ポンプ車　  下奈良本部　多田雄二さん

第38回  青木村消防ラッパ吹奏大会競技成績
【個人の部】
優　勝　第２分団沓掛部　菅原将仁さん　185.15点
準優勝　第１分団村松部　相澤良通さん　179.30点
第３位　第１分団村松部　松田和也さん　178.75点
努力賞　第１分団当郷部　西沢美絵さん　175.40点
努力賞　第２分団入奈良本部
　　　　　　　　　　　　堀内　勉さん　174.70点

　6月18日㈰、青木村消防ポンプ操法大会、
ラッパ吹奏大会が総合グラウンドにて開催さ
れました。
　天候にも恵まれ、ポンプ操法、ラッパ吹奏
それぞれ日頃の練習の成果を披露しました。
成績は次のとおりです。

迫力ある筒先

感動と気概のある演奏

小型ポンプ準優勝  第2分団B

未来を担うあおきっ子

ラッパ吹奏  優勝・準優勝・第3位

小型ポンプ優勝  第1分団A
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ポンプ車操法の部
青木村消防団	 ６位

小型ポンプ操法の部
第１分団	 ３位
第２分団	 ８位

ラッパ吹奏団体の部
青木村消防団	 ６位

ラッパ吹奏個人の部
菅原  将仁さん　 ７位
相澤  良通さん　 ８位

ラッパ吹奏団体

健闘した団員一同

上小消防大会
　7月9日㈰、上小消防大会が6年ぶりに青木村で開催され、
村からもポンプ操法、ラッパ吹奏それぞれ代表者・チームが
出場しました。小型ポンプ操法の部では、第１分団が第３位と、
快挙を成し遂げました。成績は右のとおりです。

ポンプ車チーム

　資源ごみについては毎月第２土曜日に回収しており、資源の再利用と可燃ごみの大幅な減量につながっています。
これも、村民の皆さまの分別と資源化への意識の高さのあらわれであると思います。今後ともごみの減量、資源化にご
協力頂きますようお願い致します。

お盆期間中のくみ取りについて
右記のとおりの日程となります。

●８月11日㈮　操業（祝日ですが操業します。）
●８月12日㈯～8月16日㈬　休業
●８月19日㈯　休業（8/11と振替で休業します。）

　長野県では「チャレンジ800」と題してひとり１日当たりのごみ排出量を800グラム以下を目標にごみの減量化を
進めております。環境省のまとめた平成26年度の都道府県別ひとり１日当たりのごみ排出量で長野県は838グラム
で全国で最も少なくなっています。皆さまのご協力を頂きながら更なるごみの減量化をすすめ、引き続き全国１位の
座を守りましょう！

断面が波型のものは「ダンボール」へ。
菓子箱等にも同様の構造のものがあるので注
意が必要です。

新聞と雑誌・書籍等は別々にしてください。崩
れないようにひも等で十文字にしっかりとし
ばってください。

その他の厚紙・雑がみについて、大きなものは
新聞同様ひもでしばって、小さなものは使用済
の封筒等に入れるなどしてください。

資源ごみの分別についてお願い

平成29年度  ８月のくみ取り休業日について

◆ダンボール・新聞・雑誌・その他の紙はそれぞれ分けて◆

○資源ごみの分別のポイントは以下の通りです。

A B C
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あいさつする関会長（元東海大学総合科学研究所長） 研究協議会

小水力・太陽光を組み合わせた第2号試作機

〜青木村地域自然エネルギー研究協議会
経過報告④〜

　昨年度から、村と商工会、村内企業、金融機関、大学などが連携して、新たな産業や雇用創出、若い世代
のエンジニア育成を目的に、平成28年4月に青木村地域自然エネルギー研究協議会を立ち上げました。これ
までの取り組みと平成29年度の取組予定について報告をいたします。

～第４回 研究協議会開催～
　平成29年7月4日㈫ 第4回の青木村地域
自然エネルギー研究協議会が開催されまし
た。平成28年度事業経過、平成29年度事
業予定、小水力・太陽光を組合わせた第二
号試作機と実証実験を行う予定地の見学を
行いました。

  平成29年度の事業内容
・実証実験データを受けて改良試作機の製造
　　　　風力・太陽光、小水力・太陽光　各１基
・エネ空あおきタワー　発電量表示モニター設置
・地域の理系学生、海外留学生等インターンシップ
・海外実証実験の計画推進

第2号試作機設置予定地

～
小
水
力
・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
～

　

平
成
二
十
八
年
度
、
風
力
・
太
陽
光
、
小
水
力
・
太
陽
光
の
二
基
の

試
作
機
を
製
造
し
ま
し
た
。
風
力
・
太
陽
光
を
組
合
わ
せ
た
第
一
号
の

試
作
機
は
、
平
成
二
十
九
年
二
月
に
道
の
駅
あ
お
き
内
に
エ
ネ
空
あ
お

き
タ
ワ
ー
と
し
て
実
証
実
験
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
小
水
力
・

太
陽
光
を
組
み
合
わ
せ
た
第
二
号
試
作
機
の
実
証
実
験
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ー
ク
内
の
水
路
を
改
修
し
て
行
う
予
定
で
す
。
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信州青木村 Vol.28地域おこし隊通信
いつの間にか夏は来ていた今月の

おこしごと

カラ梅雨で気づかぬうちに夏になっていたようです。
去年こんなに暑かったっけ？と毎年言っている気がします…

　耕作放棄地の利活用と持続可能な農業推進活動の一環とし
て始めた、農薬・化成肥料・除草剤を使わない米作り。除草
剤を使わないので除草作業が必要です。
　最近主流の初期除草の方法にチェーン除草があります。田
植え後、まだ草が出てこないうちから行うのがポイントです。
いろいろ工夫を凝らしたチェーン除草機があるようですが、
我が家は竹に軽トラのタイヤチェーンを付けただけの簡単構
造。当初２本だったものを昨年３本に増やしました。これに
ロープをつけて田んぼを引きずります。幅が１ｍほどしかな
いので一度に３条間しか除草できません。今年お借りしてい
る田んぼの近所の方から不要になったタイヤチェーンをいた
だいたので、来年は幅を倍にして６本のチェーンを引きずろ
うかと思います（重くて引っ張れないかな？）。先月の広報
あおきに書いたスクワット田植え法と併せて除草競技大会な
んて開催できたら面白いですね。
　チェーン除草と並行して昔ながらの田打ち車（通称：コロ
バシ）でも除草に入ります。昨年、柄の部分が折れてしまい
今年はもう一つの田打ち車を使用、なんとこちらも壊れてし
まいました。接合部の穴が大きくなってしまったようで…簡
単に直せそうもありません。使わなくなったコロバシをお持
ちの方がいたら役場までお知らせいただけると助かります。

●最近の除草事情

●東京農大 in 青木村 2017
　昨年に引き続き、今年も東京農業大学の皆さんの青木村研
修が始まりました。６月、７月と青木村の農家さんでの農業
体験をしています。役場農技連のエゴマ播種・定植、ニンニ
クの収穫・出荷調整作業もお手伝いいただきました。学生の
皆さんとの会話の中で「青木村での就農」や「地域おこし協
力隊」も進路の選択肢として考えているとの嬉しい話もあり
ました。われわれの任期が３月までなので後任のおこし隊と
して青木村に移住して来てくれる方がいると良いですね。８
月も来村されますが、また伝統の大根踊りを披露してくれる
そうです。お楽しみに !!
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退
任
あ
い
さ
つ

農業委員会だより 編集／青木村農業委員会
　　　農業委員だより編集委員会

第7号青木村

　
第
二
十
二
期
農
業
委
員
会

会 
長
　
増
田
　
良
和

　

二
十
二
期
農
業
委
員
は
本
年
七
月

十
九
日
で
退
任
と
な
り
ま
し
た
。
退

任
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
一
人
で
構
成
さ
れ
た
二
十
二
期

農
業
委
員
は
平
成
二
十
六
年
七
月

二
十
日
に
任
務
に
就
き
本
年
七
月

十
九
日
で
退
任
と
い
う
任
期
で
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
三
年
間
皆
様
に
は
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
無
事

退
任
の
日
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
感

無
量
で
す
。

　

顧
み
れ
ば
一
九
五
一
年
に
発
足
さ

れ
六
十
六
年
間
続
い
た
農
業
委
員
会

組
織
・
制
度
は
大
転
換
を
迎
え
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

　

国
内
の
農
業
委
員
会
は
公
選
で
は

定
数
に
満
た
な
い
委
員
会
が
数
多
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
又
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
が
著
し
い
こ
の
現
況
を
問

題
点
と
し
て
捉
え
た
国
は
、
農
地
法

と
農
業
委
員
会
法
を
改
正
し
ま
し
た
。

今
後
は
農
業
委
員
と
新
た
に
設
置
さ

れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

連
携
し
合
っ
て
の
業
務
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
選
出
方
法
は
今
ま
で
の
公
選

制
が
廃
止
と
な
り
、
地
域
等
か
ら
の

推
薦
と
公
募
を
実
施
し
、
そ
の
後
議

会
の
承
認
を
得
て
の
市
町
村
長
の
任

命
制
へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
期
農
業
委
員
会
よ
り
、
こ
の
よ

う
な
改
選
を
受
け
た
新
た
な
組
織
と

し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
二
十
二
期
農
業
委
員
会
で
は

任
期
中
に
農
地
法
第
三
条
申
請
（
農

地
の
権
利
移
動
）
に
係
る
下
限
面
積

を
30
ａ
か
ら
10
ａ
へ
と
引
き
下
げ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
農
地
が
求
め
や

す
く
な
り
、
耕
作
放
棄
地
の
減
少
に

繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
だ

よ
り
を
広
報
あ
お
き
に
て
掲
載
し
始

め
、
委
員
会
の
活
動
等
を
記
事
に
し

村
民
の
皆
様
の
目
に
触
れ
る
機
会
を

作
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
だ
よ
り

は
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

又
全
国
は
も
と
よ
り
青
木
村
で
も

農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
と

い
っ
た
問
題
が
懸
念
材
料
で
あ
り
、

対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
加
え
て
耕
作
放
棄
地
の
増
加
も

目
立
つ
中
で
す
が
、
新
た
に
活
動
さ

れ
ま
す
次
期
農
業
委
員
組
織
の
皆
様

に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
困
難
な
諸

課
題
の
解
決
に
少
し
で
も
に
繋
が
る

よ
う
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
三
年
間
村
の
皆
様
又

事
務
局
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
青
木

村
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
農
家
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
願
申

し
上
げ
退
任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

　平成29年7月20日㈭より、委員改選により新たな顔ぶれにて農業委員会が始動しました。ま
た、農地利用最適化推進委員という組織が新たに設置されました。今後はこの2組織で連携し
合って活動していきます（任期3年）。

青木村各地区の委員紹介

◎農業委員
当　　郷 ……………… 北村　民雄
村　　松 ……………… 宮下　勇一
　　　　　　　　　　  沓掛　忠人
中村、中挾、青木 ……… 塩澤　正隆
入  田  沢 ……………… 若林　忠利
下奈良本 ……………… 松倉　秀男
入奈良本 ……………… 堀内　藤雄
沓　　掛 ……………… 山浦　　猛
夫　　神 ……………… 上田　洋平
細　　谷 ……………… 金井　成夫
　　　　　　　　　　  工藤　章訓
殿　　戸 ……………… 花見　雄二

委　員　紹　介

◎農地利用最適化推進委員
当郷・村松区域 …………………… 北澤　栄一
大字田澤区域 …………………… 林　　万雄
下奈良本・入奈良本・沓掛区域 …… 沓掛　弥澄
夫神・細谷・殿戸区域 …………… 小林　秀樹

農業・農地のことならお気軽にご相談ください！
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未
就
園
の
お
子
さ
ん
と
お
母

さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
わ
く
わ

く
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
月
は「
楽
し
ん
で
子
育
て・

子
ど
も
の
遊
び
②
」
が
テ
ー
マ

で
す
。
芹
澤
文
子
先
生
を
お
迎

え
し
、
お
子
さ
ん
の
力
を
伸
ば

す
た
め
に
大
切
な
遊
び
に
つ
い

て
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
一

緒
に
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
　
時
　
八
月
二
十
二
日
㈫

　
　
　
午
前
十
時
～
十
一
時
半

　
当
日
は
九
時
四
十
五
分
ま
で

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
お
子
さ
ん
用
の
飲
み
物

　
　
　
　（
麦
茶
等
）

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
八

月
十
七
日
㈭
ま
で
に
、
住
民
福

祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

　
心
の
悩
み
に
保
健
師
が
応
じ

る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
行
い

ま
す
。

相
談
日
　
八
月
　
　
八
日
㈫

　
　
　
　
八
月
二
十
四
日
㈭

時
間
　
午
後
一
時
半
～
四
時
半

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
予
約
制（
各
回
一
人
～
二
人
）

で
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
、
住

民
福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
八
月
十
七
日
㈭
午
後
一
時
～

午
後
三
時
ま
で
「
介
護
者
の
つ

ど
い
」
を
行
い
ま
す
。

　

宮
原
栄
養
士
さ
ん
に
よ
る

「
栄
養
の
お
話
」
と
、「
お
や
つ

づ
く
り
」
を
行
い
ま
す
。

　
ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て
い
る

方
で
参
加
、
送
迎
を
希
望
さ
れ

る
方
は
八
月
十
日
㈭
ま
で
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
「
男
性
の
料
理
教
室
」
の
第

五
回
目
を
開
催
し
ま
す
。
家
で

も
作
れ
る
内
容
で
、
料
理
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
が
広
が
り
ま
す
。

男
性
の
方
で
料
理
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
第
五
回

日
　
時
　
八
月
八
日
㈫

　
午
前
十
時
～
午
後一時

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
栄
養
指
導
実
習
室

参
加
費
　
五
百
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾・

　
　
　
　
タ
オ
ル

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

八
月
四
日
㈮
ま
で
に
、
住
民
福

祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

住
民
福
祉
課

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

介
護
者
の
つ
ど
い
の
お
知
ら
せ

男
性
の
料
理
教
室
の
お
知
ら
せ

わ
く
わ
く
広
場
の
お
知
ら
せ

信州うえだ農協・郵便局

8月25日㈮
その他の金融機関

8月31日㈭

今月の納税口座振替日

残高の確認を、お願いします。

１.接種料金の助成対象となる方（青木村民）
①今年度65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、
100歳になる方で接種を希望される方。
②接種時の年齢が60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎
臓・若しくは呼吸器の機能・又はヒト免疫不全ウイルス
による免疫の機能に障害がある事で、1級の身体障害
者手帳をお持ちの方、若しくは診断書等により同程度
の障害があると認められる方で接種を希望される方。

２.実施方法

▲

指定協力医療機関で個別接種
３.接種料金

▲

自己負担2,000円
　①の対象者には個人通知でお知らせしました。接種に
関するお問い合わせや、②の該当者で接種を希望される
方は住民福祉課保健師までご連絡ください。

　肺炎は日本人の死亡原因の第3位となっています。肺炎は様々な細菌やウイルスが体に入り込んで起こる肺の炎
症ですが、成人の肺炎のうち4分の1から3分の1は肺炎球菌が原因と考えられています。
　からだの抵抗力（免疫力）が弱まったときなどに感染を起こしやすく、普段元気に暮らしている方でも、持病の悪化
や体調不良などをきっかけに感染する可能性があります。肺炎を予防するには、一般的な感染予防のうがい、手洗い、
マスクの着用、規則正しい生活と禁煙の他に予防接種があります。
　村では、下記の対象者のうち、高齢者肺炎球菌の予防接種を希望される方へ、接種料金の助成を平成30年3月31日
まで実施しています。

高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ

【お問い合わせ先】  住民福祉課
　　　　　　　　　☎ 49-0111　情  49-3132
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概
ね
六
十
歳
～
七
十
九
歳
の

方
を
対
象
に
「
認
知
症
予
防
」

「
転
倒
予
防
」
を
目
的
と
し
た

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
第
六
回
　

日
　
時
　
九
月
五
日
㈫

　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

場
　
所
　
文
化
会
館
　
講
堂

持
ち
物
　
水
分
補
給
の
た
め
の

　
　
　
　
飲
み
物

　
参
加
、
送
迎
を
希
望
さ
れ
る

方
は
前
日
ま
で
に
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

情　
四
九
―
一
一
一
〇

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

●
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レコ

ン
サ
ー
ト

　
昆
虫
館
庭
に
て
野
外
ラ
イ
ブ

を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
八
月
六
日
㈰

　
　
　
　
十
六
時
～

持
ち
物
　
敷
物
・
上
着

参
加
費
　
三
百
円

　
　
　（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

●
蚕
の
繭
か
ら
糸
採
り
体
験

　

古
い
座
繰
り
機
を
使
っ
て
、

糸
採
り
体
験
を
し
ま
す
。
ま
た
、

真
綿
も
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
　
付
　
八
月
十
一
日
㈮

　
ま
た
、
追
悼
鳩
山
邦
夫
さ
ん

「
舞
姫
た
ち
よ
、
永
遠
に
！
」
展

は
八
月
二
十
日
㈰
ま
で
の
開
催

で
す
。
ま
だ
お
越
し
で
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
　
信
州
昆
虫
資
料
館

情
・
☎
　
四
九
―
三
九
八
八

　
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

青木村 燃やせるごみ排出量

平成29年分 平成28年分 前年対比
4月 36,290kg 41,030kg −4,740kg
5月 45,350kg 45,530kg −   180kg
6月 40,760kg 37,510kg ＋3,250kg
計 122,400kg 124,070kg −1,670kg

8月20日㈰ 8月3日㈭
結婚相談

司法書士
法律相談

午後1時〜4時
場所 : 老人福祉センター

午後1時〜3時
先着４名・要予約

場所 : 老人福祉センター

教
育
委
員
会

脳
と
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ

教
室
の
お
知
ら
せ

信
州
昆
虫
資
料
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

　6月11日㈰に開催されました第28回村
民ゴルフ大会において、参加者個人から
3,030円と、大会から21,142円の合計
24,172円を災害の義援金としていただき
ました。義援金は、日本赤十字社を通じ
て被災地へ届けられます。
　温かなご支援をいただきまして、あり
がとうございました。

　青木村では、近い将来発生が予測されている大規模地震に
備え、古い建築基準で建てられた木造住宅について、希望さ
れる方に無料で耐震診断を行ないます。
　またその結果、危険と診断された方で耐震補強工事を希望
する場合は、耐震補強工事を行うことを前提に、精密耐震診
断を行い、工事費用の一部を補助します。
（申込順で定数となった場合は、次年度以降の実施となる場
合があります。）
　耐震診断の対象となる建物は、次のすべてに該当する住宅
です。
●昭和56年5月31日以前に建築工事に着手した住宅
●個人所有の1戸建ての住宅
●在来工法の木造住宅
（ツーバイフォー・非木造は含まれません。）

【お問い合わせ先】  商工観光移住課
　　　　　　   　  ☎ 49-0111　情  49-3131

木造住宅耐震診断を
実施します

社会福祉協議会から
義援金のご報告

商
工
観
光
移
住
課

無料

ン
祭
二
〇
一
七　
秋
の
部
「
あ

お
き
む
ら
で
遊
ぼ
う
！
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

今
年
も
J
2
で
活
躍
中
の

「
松
本
山
雅
F
C
」
の
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
が
来
場
し
ま
す
。
今
年

は
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
メ
イ
ン
に

行
な
う
予
定
で
す
。（
サ
ッ
カ
ー

教
室
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。
＊
小
学
生
限
定
）
ま

た
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、

と
っ
か
ん
や
綿
あ
め
の
ふ
る
ま

い
も
行
い
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
も
一
つ
の
会
場

で
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
九
月
十
日
㈰

　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
～

十
五
時
二
十
分

内
　
容
　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

　（
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー・ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
の
予
定
）

●
魚
つ
か
み

　
十
三
時
か
ら
受
付
を
開
始
し
、

先
着
二
百
八
十
名
限
定
と
な
り

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

お
早
目
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
受

付
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
レ
ク
祭
2
0
1
7
秋
の
部

「
あ
お
き
む
ら
で
遊
ぼ
う
！
」開
催

平成 29年 8月号8



♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

●
展
覧
会

武
蔵
野
美
術
大
学
学
生
に
よ
る

「
絵
画
の
義
民
展
」

　
青
木
村
は
義
民
の
村
と
し
て

有
名
な
と
こ
ろ
か
ら
、
展
覧
会

の
テ
ー
マ
を
「
絵
画
の
義
民
」

と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
展
覧
会
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

期
間　
八
月
一
日
㈫
～二

十
日
㈰

●
コ
ン
サ
ー
ト

「
狭
山
少
年
少
女
合
唱
団
」

　
創
立
二
十
二
周
年
の
伝
統
あ

　
村
で
は
、
今
後
の
空
き
家
等

の
有
効
活
用
と
適
正
な
管
理
を

進
め
る
た
め
、
空
き
家
等
対
策

計
画
（
仮
称
）
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
八

月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
空
き

家
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
調
査
か
ら
約
二

年
が
経
過
し
て
お
り
、
現
状
を

再
度
把
握
す
る
意
味
で
、
追
加

の
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は

八
月
一
日
か
ら
九
月
二
十
九
日

ま
で
の
二
か
月
間
で
す
。
村
の

職
員
又
は
、
委
託
業
者
が
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
員
は
、
身

分
証
明
書
と
腕
章
を
つ
け
て
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
総
務
企
画
課
事
業
推
進
室

情
・
☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

総
務
企
画
課

空
き
家
等
実
態
調
査
実
施

に
つ
い
て

郷
土
美
術
館
か
ら
の
お
し
ら
せ

■職種及び採用予定人数
　一般事務職員　行政経験者採用（若干名）
■採用予定年月日／平成29年10月１日
■試験の日時、場所及び内容
　【選　  考】　期　日：平成29年９月５日㈫
　　　　　　 場　所：青木村役場
　　　　　　 提出書類：作文、面接による選考
■年齢要件
　昭和38年４月２日から昭和47年４月１日までに出生した方

■資格要件など
　次の要件を全て満たす方
　●高校卒業程度で、3年以上継続して国、都道府県または
市区町村の一般事務正規職員として勤務した経験がある
方

　●平成29年10月1日時点で青木村に居住している方、若し
くは青木村へ通勤可能な場所に居住している方

※身体障害者手帳の交付を受けている方も、自力で通勤でき、介
助者なしに週38時間45分の職務遂行が可能で、活字印刷に

役場職員を募集します 【平成29年10月採用予定】
よる試験問題に対応できる方は、受験ができます。

■受験手続
　●受験希望者は次の書類を総務企画課へ提出してくださ
い。

　●受験申込書（用紙は役場で交付・村ホームページからもダ
ウンロードできます）

　●履歴書（市販の用紙により写真添付）
　●卒業証明書
　●健康診断書（通常の職務遂行に必要な健康度について、
医療機関において本申込3ヶ月以内に作成されたもの）

■受付期間及び申し込み方法
　平成29年８月1日㈫～平成29年８月10日㈭（必着）
　総務企画課へ持参または郵送により提出してください。郵
送の場合は、簡易書留などの確実な方法により郵送してくださ
い。

【お問い合わせ先】　総務企画課　総務係　☎49-0111

会
　
費
　
五
百
円

（
入
館
料
、
茶
、
菓
子
代
含
）

申
し
込
み
締
め
切
り

　
八
月
十
日
㈭

問
　
郷
土
美
術
館

情
・
☎
　
四
九
―
三
八
三
八

る
合
唱
団
に
よ
る
素
晴
ら
し
い

歌
声
を
音
響
の
よ
い
美
術
館
で

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

日
付
　
八
月
二
十
六
日
㈯

時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
開
演

入
館
料
　
一
般
　
二
百
円

　
　
　
　
学
生
　
百
五
十
円

（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

●
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
期
間
中
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
し
よ

う
。

「
信
州
と
あ
そ
ぼ
　
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

期
間
　
～
八
月
三
十
一
日
㈭

「
真
田
歴
史
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」

期
間
　
～
九
月
三
十
日
㈯

※
詳
し
く
は
文
化
会
館
・
美
術

館
に
置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご

覧
下
さ
い
。

●
ワ
ン
コ
イ
ン
講
座

「
藍
染
講
座
」

　
青
木
村
で
育
っ
た
藍
の
生
葉

で
大
判
ス
ト
ー
ル
を
染
め
ま
す
。

日
　
時
　
八
月
十
七
日
㈭

　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場
　
所
　
美
術
館
　
喫
茶
室

講
　
師
　
渡
利
　
久
江
　
さ
ん

材
料
費
　
三
千
二
百
円
　

●
松
本
山
雅
F
C
の
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
来
場

（
十
三
時
四
十
五
分
～
十
六
時
）

　
十
三
時
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

教
室
参
加
者
は
先
着
五
十
名
、

小
学
生
限
定
と
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
小
学
校
に
配

布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
教
育
委
員
会

ま
で
F
A
X
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
イ
ベ

ン
ト
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

問
　
教
育
委
員
会

情
・
☎
　
四
九
―
二
二
二
四

FAX
　
四
九
―
三
八
九
〇
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『ダイバーシティ経営セミナー2017 in Ueda』

♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

　経済のグローバル化や少子高齢化が進む中で、地域企業が競争力強化を図るためには、多様な人材が活躍でき
る組織創りが欠かせません。若者・女性・シニア・外国人など一人ひとりが能力を発揮することでイノベーショ
ン・価値創造に参画していくダイバーシティ経営の推進が求められています。
　本セミナーでは、多様な人材の能力を最大限に引き出し、成果に繋げていく組織創りの実践事例をご紹介する
と共に、実践への第一歩となる場になる事を目的に開催いたします。
　日　　　時　　平成29年8月24日㈭  13：30～17：00
会　　　場　　上田信用金庫「しんきんイベントホール」  上田市材木町1-17-12
対　　　象　　経営者・経営幹部・人事総務担当者向け、一般　
内　　　容　　講演、地域企業による事例発表 他
参　加　費　　無　料
共　　　催　　東信州次世代産業振興協議会
　詳細はホームページ『地域人材バンクながの（https://jinzaibank-nagano.com/）』をご覧ください。

【お問い合わせ先】（一財）浅間リサーチエクステンションセンター（AREC)　☎ 0268-21-4377

期　　間　９月26日㈫～ 12月25日㈪（土日祝日除く）
訓練内容　建設業に関する基礎知識や小型車両系建設機械
　　　　　の操作や運転技能等の習得
申し込み　８月31日㈭までに、上田ハローワーク訓練窓口へ
　　　　　お申し込みください。
選  考  会　９月12日㈫  午後１時30分～
そ  の  他　受講料無料。ただし教科書代等は自己負担。

【お問い合わせ先】  長野県工科短期大学校　☎ 39-1111

公共職業訓練
『建設業人材育成課』受講生募集

　本講座は「信州の未来学」と題し、地域のリーダー（ロー
カル・イノベーター）の育成を目的として、「中山間地域」、
「環境共生」、「芸術文化」などの信州の中長期的な地域課
題をテーマに、実践力の育成を図ります。

期　　間　9月16日㈯～2月10日㈯の間で全18回の講座
場　　所　県内各地
定　　員　最大30名
受 講 料　２万円（その他、交通費・宿泊費など実費がかか
　　　　　る場合があります）
申込締切　8月18日㈮
詳細はホームページ（http://www.shinshu-u.ac.jp/insti
tution/areas/）をご覧ください。

【お問い合わせ先】
信州大学産学官・地域総合戦略推進本部
☎ 0263-37-2075

「地域戦略プロフェッショナル・ゼミ」
第4期受講生募集

講  習  名　墓地清掃講習
講習期間　10月2日㈪～10月3日㈫の2日間
対　　象　60歳以上でシルバー人材センターへ入会

し就業等を希望される方
　　　　　または、シルバー人材センターの会員
定　　員　15名（応募者多数の場合は選定させていた

だきます。）
講習場所　上田地域シルバー人材センター及び市内のお寺
受  講  料　無料
募集期間　8月14日㈪～9月15日㈮

【お問い合わせ先】
上田地域シルバー人材センター　☎23-6002

日　　時　9月9日㈯  13:30 ～ 15:30
会　　場　上田市ふれあい福祉センター 2階 大会議室
講　　師　大堀尚美氏
              （「NPO法人ポプラの会」副会長兼事務局長）
対　　象　障がい当事者、ご家族、支援者、その他どなたでも
聞 き 手　広沢里枝子（「上小地域障害者自立生活支援セン     
              ター・ウイング」ピア・カウンセラー）
参  加  費　無料
申込締切　8月31日㈭ まで
※当日参加可能ですが、情報保障等の都合上、できるだ
け事前にお申込みください。

【お問い合わせ先】
上小地域障害者自立生活支援センター・ウイング

（担当：広沢、中村）
☎0268-28-5522　FAX：0268-28-5520

高齢者活躍人材育成事業
『墓地清掃講習』受講生募集

障害者自立生活セミナー
「精神障がい者として生きてきたこと

　～これからは自分らしく～」

そ

の

他
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村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

〈八月〉 青木の空模様「命にかかわる暑さ」 文責：岩渕 登喜夫

　今年の8月は太平洋高気圧が強く、晴れの日が多く暑くなる
予報。
　海抜の高い山国の信州では30度を越し、風も弱く毎日同じ
ような炎天下が続く真夏日（最高気温30℃以上の日）がいく
日あるのか平年値を見ると、各地における真夏日日数は、長野
県内で一番期間の長いのは下伊那郡泰阜村より南の55日以
上、次いで40日以上が天竜川沿いと上田盆地から善光寺平、
松本の平野部である。一方、避暑地で有名な軽井沢は4日、菅
平・上高地ではほとんどない。東京は47日、横浜39日、新潟32
日となっている。
　長野県は内陸性気候であるので、標高差や緯度差をなくし
ても強い日射で、気温が沿岸部より高く、人体が感じる暑さは
気温のみではなく、湿度・風・日射などの気象要素によって決
められる。　
　暑さの不快を表現するものに不快指数があり、これは気温
と湿球に係数を乗じて出した指数で、この値が75以上であれ
ば人口の10％が不快を感じ、80になると65％、85以上に
なるとほとんどの人が不快となるという。

　青木村は日中の気温は高いが湿度が小さい（8月の平均湿
度東京80％、長野76％）ので、東京より蒸暑さが少ないこと
と、夜間の放射冷却により涼しさがあるため、不快指数は東京
と比べてかなり小さく過ごしやすい。
　しかし、この夏は暑くなるので熱中症に注意が必要で、日本
では平成7年頃から熱中症患者が増加し、全国的に高齢者の死
者が急増している。加えて高齢化の進行も不安材料であり社
会問題になりつつある。
　熱中症は気象各要素の予測値と熱中症患者の統計値により
予防情報を日本気象協会が開発し、全国市町村ごとの熱中症
予防情報をテレビ・ラジオ・インターネット・携帯電話で提供
している。予防情報は1時間ごと48時間先まで、また、1週間
先までの精度の高い情報であり、炎天下で活動するに人に大
いに役立っている。
　更に、労働、スポーツ時など条件に応じた独自の判断基準や
自治体条例を作り、また、熊谷市では学校で気温や熱中症の観
測をして独自の予防情報をメールで発信し、市ぐるみで住民
の健康を守るという試みを行っている自治体がある。
　　　「熱中症患の疑いある時は首筋を冷やすこと」

※おもな行事のみ掲載をしておりますので、詳しい内容・掲載されていない行事につ
いては、生涯学習カレンダーをご覧いただくかもしくは、各担当へご連絡ください。

今月のおもな行事予定
1 火 脳と体のストレッチ教室⑤
2 水 母子相談・離乳食相談

3 木 保育園開放②
法律相談　　健康相談

5 土 青木村夏祭り
希望保育

6 日 信州昆虫資料館フォルクローレ野外コンサート

8 火 心の健康相談
男性の料理教室

9 水 筋力アップほきぼき教室⑤
10 木 長泉サマーキャンプ
11 金 長泉サマーキャンプ

12 土 希望保育
長泉サマーキャンプ

13 日 成人式実行委員会
14 月 お盆希望保育
15 火 お盆希望保育
16 水 お盆希望保育

17 木 介護者のつどい⑤
ワンコイン講座（藍染）

19 土 希望保育
小学生のためのおはなし会

20 日 結婚相談
22 火 わくわく広場

23 水 さわやか体力づくり
乳児健診

24 木 心の健康相談

26 土 希望保育
幼児のためのおはなし会

27 日 プール開放最終日（無料開放）
30 水 ３歳児健診
31 木 図書館休館

上級救命講習会の
お知らせ

　救急車は、119番通報を受けてから現場に到着する
までに、平均で約9分かかります。
　救急車が到着するまでの「空白の時間」に、その場に
居合わせたあなたが応急手当の知識と技術を持ってい
たら、大切な命を救うことができるかもしれません。
　この講習会で応急手当の正しい知識と技術を身につ
け、いざという時のために備えましょう。

平成29年9月23日㈯
8時30分から17時30分
上田市材木町一丁目二番三号
中央公民館　3階大会議室
（☎0268-22-0760）
※駐車場には限りがありますので、公共交通機
関の利用や乗り合わせ等のご協力をお願い
します。
心肺蘇生法（AEDの使用方法を含む）、大出血
の止血法、骨折の手当てなど
無料
80名（定員になり次第、締め切らせていただき
ます。）
実技のできる服装・筆記用具・昼食・飲み物・ハ
ンカチ
9月16日㈯までに、お近くの消防署で申込用紙
に御記入いただくか、上田地域広域連合のホー
ムページから申込書をダウンロードし、必要事
項を御記入のうえ、お近くの消防署へ提出して
ください。

【お問い合わせ先】　川西消防署  ☎ 31-0119

日　　時

場　　所

講習内容

受 講 料 	
募集人員

持 ち 物

申し込み
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〈ええっこ村 平成28年度受け入れ実績〉ホームステイ：1,099人、日帰り：572人、計：1,671人

◆松本城VRを配信しています
　松本城VR（バーチャルリアリティ）は、デジタルで再
現された、江戸時代の松本城の情景をみることができ
るコンテンツです。スマートフォンやタブレット端末に、
専用のアプリ『ストリートミュージアム』（無料）をインス
トールして松本城を訪れると、VRが体験できます。
◆８月のイベント

国宝松本城
　天守は国宝として指定され、城跡は史跡に指定さ
れています。
　松本城は、北アルプスの山々を借景にして建つ平
城の天守で、その周りを三重の水堀が囲んでいます。
現在日本には天守の建物を残す城は12しかありま
せんが、松本城では五重天守の実物をみることがで
きます。
　天守建物は、壁の上部を白漆喰、下部を黒漆塗り
の下見板で覆っています。
　外観は五重ですが、内部は六階になっています。
これは三階に外から見えない階があるからです。

出張版 Vol.3

「
え
え
っ
こ
村
」
会
員
の
中
国
訪
問

　

え
え
っ
こ
村
は
、
国
内
外

の
青
少
年
を
農
家
に
招
き
入

れ
、
農
村
暮
ら
し
を
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
村
の
伝

統
文
化
や
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
、
食
べ
物
の
大
切
さ
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
活
動
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。

　

こ
の
度
、
日
中
国
交
正
常

化
四
十
五
周
年
に
あ
た
り
、

中
国
の
青
少
年
・
留
学
生
の

受
入
活
動
が
評
価
さ
れ
、
中

国
大
使
館
の
招
待
を
受
け
、

六
月
九
日
㈮
か
ら
六
月
十
六

日
㈮
ま
で
北
京
・
成
都
・
上

海
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

出
発
前
日
の
中
国
大
使
館

で
の
壮
行
会
に
始
ま
り
、
歓

迎
会
・
交
流
会
・
視
察
・
見

学
と
多
彩
な
行
事
が
組
ま
れ
、

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

中
国
と
の
友
好
は
、
今
の

中
国
に
接
し
、
人
々
と
の
触

れ
合
い
か
ら
相
手
を
知
る
こ

と
で
始
ま
る
こ
と
を
改
め
て

感
じ
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
訪
中
で
、
隣
国
中
国

と
の
相
互
理
解
を
一
層
深
め

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
会
員　
小
林
憲
二  

記
）

祭 祭祭 祭

ふるさと情報　フォトｄｅあおき

第36回国宝松本城「薪能」 8月8日㈫
和服来場者入場無料事業 8月5日㈯～ 16日㈬
太鼓門特別公開 8月16日㈬まで

1

1
JR 東海道新幹線

JR 東海道本線

静岡
清水

静岡 IC

富士 IC
沼津 IC

御殿場 IC

至 東京

熱海

伊東

沼津三島
富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県

裾野 IC
長泉町

松本市松本市

松本城

上高地
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村
営
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
会
員
に

夏
を
元
気
に
乗
り
切
っ
て
も
ら
お
う

と
、
七
月
六
日
㈭
、「
夏
季
保
養
会
」
を

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
二
百

名
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。「
ア
ル

フ
ァ
・
ク
ラ
ブ
・
バ
ン
ド
」
に
よ
る
サ

キ
ソ
フ
ォ
ン
、
ギ
タ
ー
、
ベ
ー
ス
、
ド

ラ
ム
の
４
人
の
メ
ン
バ
ー
の
演
奏
は
懐

か
し
い
歌
謡
曲
か
ら
洋
楽
ま
で
軽
快
に

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
藤
華
社

中
に
よ
る
舞
踊
に
は
、村
松
地
区
の
「
こ

ま
ゆ
み
会
」
の
み
な
さ
ん
に
も
出
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
見
事
で
艶
や
か
な
踊

り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
こ
の
夏
を

乗
り
切
る
元
気
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

　

七
月
八
日
㈯
・
九
日
㈰
の
二

日
間
、
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
で
信
州

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各

地
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の
販

売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

青
木
村
も
参
加
し
、
ト
マ
ト

ケ
チ
ャ
ッ
プ
や
コ
ン
パ
ラ
ジ
ャ

ム
、
み
か
え
り
漬
け
な
ど
特
産

品
の
販
売
を
通
し
、
訪
れ
た
お

客
様
に
青
木
村
の
魅
力
を
発
信

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
農
産

物
直
売
所
み
か
え
り
の
郷
に
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
営
プ
ー
ル
は
七
月
十
六
日
に
オ
ー

プ
ン
し
、
大
勢
の
皆
様
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン

初
日
の
十
六
日
に
は
「
青
木
村
プ
ー
ル

ま
つ
り
」
を
行
い
、
大
勢
の
方
に
ご
来

場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
村
営
プ
ー
ル
は
八
月
二
十
七

日
㈰
ま
で
営
業
予
定
で
す
。
ご
家
族
・

ご
友
人
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

 

利
用
時
間

 

●
午
前
の
部

　 

　
九
時
か
ら
十
一
時
四
十
五
分
ま
で

 

●
午
後
の
部

　 

　
一
時
か
ら
四
時
三
十
分
ま
で

 

入
場
料

 

●
大
人
（
高
校
生
以
上
）
二
〇
〇
円

 

●
小
人
（
中
学
生
以
下
）
一
〇
〇
円

祭 祭祭 祭

ふるさと情報　フォトｄｅあおき

子
供
自
転
車
長
野
県
大
会
に
参
加
！

わ
く
わ
く
広
場
で
七
夕
飾
り
を
つ
く
り
ま
し
た
！

　

子
供
自
転
車
長
野
県
大
会
が
七

月
八
日
㈯
、
松
本
市
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
青
木
小
学
校
自
転
車
ク

ラ
ブ
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
選
手
た
ち
は
、
元
気
良
く
、
は
つ

ら
つ
と
し
た
走
行
を
行
い
、
三
ヵ
月

の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

十
三
チ
ー
ム
中
十
位
と
健
闘
し
ま

し
た
。

　

未
就
園
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ

ん
を
対
象
と
し
た
「
わ
く
わ
く
広

場
」
を
月
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

七
月
十
四
日
㈮
は
、
ミ
ニ
七
夕
飾

り
を
つ
く
り
ま
し
た
。
紙
コ
ッ
プ

で
作
っ
た
タ
コ
さ
ん
や
、
折
り
紙

で
作
っ
た
太
陽
・
輪
つ
な
ぎ
を
一

人
用
の
か
わ
い
い
竹
に
飾
り
つ
け
、

短
冊
に
願
い
事
を
書
き
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
七
夕
飾
り
を
見
な

が
ら
、
み
ん
な
で
お
や
つ
を
食
べ
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
「
夏
季
保
養
会
」開
催

Ｊ
Ｒ
長
野
駅
で
青
木
村
を
Ｐ
Ｒ
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意見交換会

　

道
の
駅
あ
お
き
高
機
能
拠
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
―
発
電
シ
ス
テ
ム
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
地
方
創
生
に
積
極
的
な
取
組

を
行
っ
て
い
る
青
木
村
へ
、
地
方
の
実
態
を
視

察
す
る
た
め
、
内
閣
官
房
参
与
の
浜
田
宏
一
氏

が
七
月
十
四
日
㈮
来
村
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
意
見
交
換
会
で

は
、
村
内
外
の
団
体
の
代
表

者
か
ら
、
地
域
の
現
状
や
課

題
に
つ
い
て
、
説
明
と
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
現
場
視
察
で
は
道
の
駅
あ

お
き
や
村
内
企
業
の
工
場
な

ど
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
地
方
経

済
の
将
来
」
と
題
し
て
、講
演
会
が
行
わ
れ
、

日
本
経
済
を
取
巻
く
環
境
や
現
状
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
地
方
へ
の
効
果
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
は
、
規
制
緩

和
や
、
国
道
一
四
三
号
の
新
ト
ン
ネ
ル
整

備
に
向
け
た
質
問
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

エネ空あおきタワーを見学

村内企業の工場を見学

講演会

内
閣
官
房
参
与　
浜
田
宏
一
氏　
来
村

◀◀

　
東
京
農
大
の
七
月
研
修
が
十
四
日
㈮
～

十
六
日
㈰
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
沓
掛
温

泉
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
の
成
り
立
ち

や
運
営
状
況
の
調
査
、子
檀
嶺
岳
の
自
然・

歴
史
散
策
に
加
え
、
農
家
研
修
で
は
、
ダ

リ
ア
・
ぶ
ど
う
・
杜
仲
・
野
菜
の
農
作
業

体
験
、
村
特
産
の
ニ
ン
ニ
ク
の
出
荷
調
整

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
作
り
の
理
念
と
現
状
に
関
す
る
勉

強
や
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
模
範
的
栽
培
管
理
と
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
調
査
す
る
な
ど
、
今
回
も
盛
り
沢
山
の
充
実
し
た
内
容
に
学
生
た
ち
は
大
変
満
足
し
て

い
る
様
子
で
し
た
。
年
度
末
に
は
村
内
で
報
告
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
農
大
七
月
研
修
行
わ
れ
る

募集中!

美
し
い
青
木
村
二
〇
一
八
年
度
版

　
　
カ
レ
ン
ダ
ー
用
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

二
〇
一
七
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
も
ニ
〇
一
八
年
度
版
青
木
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す

る
写
真
【
風
景
・
祭
・
行
事
・
特
産
品
な
ど
】
を
広
く
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
い
応
募
方
法
は
役
場
・
農
産
物
直
売
所
・
文
化
会
館
等
に
置
い
て
あ
る
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「案
か か し

山子」  撮影者 ： 西戸久則
撮影場所 ： 村松
　　　　　（2016年11月撮影）

「大法寺の春」  撮影者 ： 小出ますみ
撮影場所 ： 大法寺
　　　　　（2017年4月撮影）

祭 祭祭 祭

ふるさと情報　フォトｄｅあおき
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村
松
区
で
は
、
夏
祭
り
御
神
輿
の
巡
行

を
地
域
の
活
性
に
繋
げ
よ
う
と
の
思
い

か
ら
、
本
年
は
お
囃
子
方
（
太
鼓
・
笛
等

の
鳴
り
物
）
を
帯
同
し
、
御
神
輿
巡
行
の

た
め
に
特
別
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

笛
と
太
鼓
の
彩
で

御
神
輿
を
賑
や
か
に

　
７
月
２
日
㈰
に
、
３
市
３
町
に
よ

る
駿
東
支
部
消
防
操
法
大
会
が
御
殿

場
市
の
高
根
ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
催

さ
れ
、
町
を
代
表
し
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
に
第
１
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
に
第
２
分
団
が
出
場
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
に
向
け
町
消
防
団

全
体
が
一
丸
と
な
り
、
４
月
か
ら
厳

し
い
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
結

果
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
・
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
、
と
も
に
優
勝
。
こ
の

ダ
ブ
ル
優
勝
は
、
町
消
防
団
の
歴
史

に
お
い
て
、
初
の
快
挙
で
す
。

　『
姉
妹
都
市
・
長
泉
町
を
ご
紹
介
』

長泉町から長泉町から 姉　妹　都　市姉　妹　都　市

1

1
JR 東海道新幹線

JR 東海道本線
東名高速道路

浜松 IC
浜松

至 名古屋

静岡
清水

静岡 IC

富士 IC
沼津 IC

御殿場 IC

至 東京

熱海

伊東

沼津三島
富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県

裾野 IC
長泉町

　　長泉町役場・行政課
　　　☎055-989-5500
問

駿
東
支
部
消
防
操
法
大
会

ポ
ン
プ
車
操
法
・

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

ダ
ブ
ル
優
勝
！

協力：御食事処 恵

夏の暑さ乗りきる
カラフルドライカレー

地産地消プロジェクト

レシピ.2レシピ.2
おらが村の味おらが村の味

作
り
方

① 

材
料
①
を
ま
ぜ
て
普
通
に
炊

く
② 

材
料
②
を
そ
れ
ぞ
れ
１
㎝
角

に
切
る

　

 

注
）な
す
は
水
に
つ
け
て
あ
く

抜
き
す
る

③ 

油
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
２

で
切
っ
た
野
菜
を
入
れ
炒
め
る

④ 

炒
め
た
ら
水
50
㏄
を
入
れ
て

火
を
弱
め
、
材
料
③
を
入
れ

て
蓋
を
す
る
。
水
気
が
無
く

な
っ
た
ら
出
来
上
が
り
‼

　
　

  

と
ろ
み
を
つ
け
、
そ
う
め

　
　
ん
だ
れ
と
し
て
も
美
味
し

　
　
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

残
っ
た
野
菜
は
オ
ー
ブ
ン

ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
い
た
後
、
酢
・

砂
糖
・
少
々
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

に
漬
け
、
ピ
ク
ル
ス
と
し
て
も
う

１
品
！

ワン
ポイント

（
敬
称
略
）

祭 祭祭 祭
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お
米
…
…
…
…
…
…
…
２
合

　

  
と
う
も
ろ
こ
し
…
…
半
分

　

  
ズ
ッ
キ
ー
ニ

…
…
黄
・
緑 

各
半
分

　

  

ナ
ス
…
…
…
…
…
…
１
本

　

  

玉
ね
ぎ
…
…
…
…
…
１
つ

　

  

パ
プ
リ
カ……

赤
・
黄 
各
半
分

　

  

じ
ゃ
が
い
も
…
…
…
１
個

　

  

モ
ロ
ッ
コ
イ
ン
ゲ
ン

…
…
…
…
…
…
４
本

　

  

オ
ク
ラ
…
…
…
…
…
２
本

　

  

ハ
ム
又
は
竹
輪

 

…
…
…
…
お
好
み
で

　

  

カ
レ
ー
粉

…
小
さ
じ
１
と
１
／
２

　

 

※
無
け
れ
ば
カ
レ
ー
ル
ー
ひ

と
か
け
を
き
ざ
ん
で
代
用

　

  

塩
…
…
…
…
…
一
つ
ま
み

　

  

砂
糖
…
…
…
…
小
さ
じ
１

　

  

し
ょ
う
ゆ
…
…
小
さ
じ
１

材
料（
２
人
分
）

② ①

③

喜憂の欄については、

HP上での掲載はしていません。
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再生紙を使用しています

真
田
氏
と
青
木
村

砥
石
城
の
戦
い
（
二
）

（
文
責   

沓
掛
貞
人
）

真
田
幸
隆
が
独
力
で
砥
石
城
を
攻
略

砥
石
城
は
真
田
幸
隆
の
地
元
で
あ
り
、真
田
本
城
か
ら
は
目
の
前
に
あ
り
、当
然
幸
隆
の
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
役
割
が
、あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、晴
信
か
ら
幸
隆
に
与
え
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。

「
其
の
方
年
来
の
忠
信
、祝
着
候
、然
者
於
本
意
之
上
、諏
訪
形
三
百
貫
并
横
田
遺
跡
上
条
都
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
貫
文
処
進
之
候・」恐
々
謹
言

　
　
　
天
文
十
九
庚
戌
　
七
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
晴
信（
花
押
）

真
田
弾
正
忠
殿

お
前（
幸
隆
）が
数
年
来
　
私（
晴
信
）に
忠
義
を
尽
く
し
て
く
れ
る
事
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
だ「
思
い
通
り

に
い
っ
た
ら
、諏
訪
形
三
百
貫
文
と
横
田
遺
跡
上
条
の
地
を
合
わ
せ
て
千
貫
文
の
地
を
お
前
に
や
る
ぞ
」

と
い
う
宛あ
て

行が
い

状
じ
ょ
う

で
あ
る
。（
注
）こ
れ
は
晴
信
が
松
本
平
侵
攻
に
出
発
す
る
前
日
の
天
文
十
九
年
七
月
二
日

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
書
状
を
手
に
し
た
幸
隆
は
真
田
の
地
に
帰
郷
し
た
幸
隆
の
任
務
は
、村
上
内
部
の
切
り
く
ず
し
工
作

の
任
務
で
あ
っ
た
。晴
信
は
上
田
原
の
敗
戦
や
砥
石
崩
れ
の
大
敗
を
経
験
し
、地
元
の
地
理
・
情
勢
に
通
じ

た
幸
隆
を
し
て
裏
面
作
戦
を
展
開
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

信
玄
の
砥
石
崩
れ
の
苦
い
経
験
か
ら
、本
拠
地
真
田
に
留
ま
っ
て
村
上
の
内
部
切
り
崩
し
に
奔
走
し
て
い
た

の
で
あ
る
。真
田
家
の
命
運
を
か
け
て
命
が
け
の
働
き
が
な
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
が
詳
細
は
全
く
不
明
で

あ
る
。と
も
か
く
幸
隆
の
懸
命
な
働
き
が
功
を
発
し
て
、天
文
二
十
年
五
月
・
つ
い
に
砥
石
城
を
攻
略
す
る
事

が
で
き
た
。こ
れ
を『
高
白
斎
記
』は「
五
月
大
朔
日
戊
つ
ち
の
え

子ね

二
十
六
日
節
、砥
石
城
、真
田
が
乗
ッ
取
ル
」と
至
極

あ
っ
さ
り
と
書
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、こ
の「
乗
取
」の
言
葉
は
幸
隆
の
裏
面
か
ら
の
切
り
崩
し
工
作
が
成
功
し
た
こ
と
を
端
的
に
物

語
っ
て
お
り
、武
田
の
大
軍
を
も
っ
て
し
て
も
攻
略
で
き
な
か
っ
た
砥
石
城
も
、幸
隆
の
才
覚
と
懸
命
の
働

き
の
前
に
一
夜
に
し
て
陥
落
し
た
わ
け
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、千
貫
文
の
約
束
は
守
ら
れ
た
の
で
す
。こ
の
砥
石
城
攻
略
の
快
挙
は
、幸
隆
に
と
っ

て
二
つ
の
意
義
を
も
っ
た
。一
つ
は
怨お
ん
て
き敵
村
上
を
破
り
本
拠
地
真
田
を
実
質
的
に
奪
還
で
き
た
の
に
加
え
、

上
田
に
千
貫
文
の
地
を
保
障
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、も
う
一
つ
は
武
田
配
下
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
以

後
の
伸
展
に
役
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
事
で
あ
る

白
米
城
伝
説

砥
石
城
の
支
城
で
あ
る
米
山
城
に
は
白
米
伝
説
が
あ
る
。武
田
信
玄
が
砥
石
城
を
猛
烈
に
攻
め
、

つ
い
に
水
の
手
を
絶
っ
た
。守
る
村
上
義
清
勢
は
白
米
を
馬
の
背
に
流
し
て
洗
う
ふ
り
を
し
て
、

遠
目
に
は
水
は
幾
ら
で
も
あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
た
。こ
う
し
て
信
玄
の
猛
攻
を
防
ぎ
な
が
ら
、

義
清
は
城
を
捨
て
越
後
に
落
ち
の
び
て
い
っ
た
と
云
う
。米
山
城
は
砥
石
城
か
ら
続
く
尾
根
が

上
田
方
面
に
突
出
し
た
地
点
に
あ
り
、上
田
盆
地
が
一
望
で
き
る
見
晴
の
良
い
所
。今
も
土
を
掘

れ
ば
焼
米
が
出
る
と
い
う
。こ
の
米
は
籾
の
ま
ま
煎
っ
た
兵
糧
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
伝
わ
る
。

【
注
】当
時
　
一
貫
文
は
玄
米
二
石
四
斗
七
升
と
し
て
換
算
　
上
田
藩
は
江
戸
時
代
を
通
し
て
貫
高
制
を
用
い
た
稀
有

な
藩
で
あ
る
。時
代
に
よ
り
換
算
率
も
相
違
あ
り
。

　音楽会が終わりました。４年生は合奏「宇宙戦艦ヤマト」二部合唱「Wish ～夢を
信じて～」を発表しました。発表の際には、クラス全員で描きあげた宇宙戦艦ヤマト
の絵を掲げ、宇宙に向けて夢を語りました。これからも夢を信じて前進していきます。

将来の夢１組 将来の夢２組

相澤颯良：絵がもっと上手になりたい
池田愛梨：バック転ができるようになりたい
池田啓慈：日本一周したい
上田弥希：バスケット選手になりたい
大角愛花：シェフになりたい
加藤理彩：ざっか屋さんで働きたい
佐藤　洸：いろんなお店やさんを開きたい
下形遼太：You Tuber になりたい
白㔟　結：自分でお店を開いてみたい
津田拓夢：富士山に登りたい
中澤心芽：料理もドラムもできるようになりたい
花城　空：看護師さんになりたい

浅川大翔：野球選手になりたい
上野煌莉：看護師になりたい
上原茉莉：ピアニストになりたい
尾和結衣菜：保育士になりたい
国吉桜空：水族館の人になりたい
小林冬優人：サッカー選手になりたい
小林桃果：農業をやりたい
佐藤歩夏：ケーキ屋さんになりたい
佐藤美月：学校の先生になりたい
信太　葵：プロのダンサーになりたい
田中楓人：ユーチューバーになりたい
田中 妙：本を書く人になって世界の人を楽しませたい

がんばれあおきっ子 青木小学校４年生

将来の夢

早川こころ：お医者さんになりたい
林　真広：世界一の料理人になりたい
林　鈴音：イラストレーターになりたい
本田咲良：ネコカフェで働きたい
増田蒼弥：バレーボールの選手になりたい
宮入聖太：サッカー選手になりたい
宮原ほかり：宇宙飛行士になりたい
室賀夢歩：マッサージしになってみんなを笑顔にしたい
召田成心：You Tuber になりたい
山口直樹：小学校の先生になりたい
山崎初華：薬剤師になりたい
若林璃奈：犬やネコをすくう仕事をしたい

西沢　煌：美容師になりたい
西澤永遠：外科医になりたい
林　真愛：獣医さんになりたい
増田友輔：プロバスケット選手になりたい
村田倫太郎：仮面ライダーになりたい
召田希心：ガラス屋さんになりたい
門司真歩：デザイナーになりたい
山﨑愛斗：大工さんになりたい
横澤こころ：薬剤師になりたい
横澤宗太朗：マジシャンになりたい
渡辺ここみ：ダンスの先生になりたい
渡邊紗綾：学校の先生になりたい
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